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ライブ ラ リー プロ グラムの紹介

N()-255Zl/QU/Z/DYSTAL

DYSTAL-1)ynamicStorggeAglecationLgnguageぬFORTRAN

DYSTAL-FORTRANに よ る 動 的 割 付 の プ ロ グ ラ ム

作 成

改 訂

形 式

使 用 言 語

使 用 機 種

使用メモリ数

使 用 機 器

構 成

利用者の義務

公 表

作 成 者

JamesM.Sakoda

作成年月 日

昭和40年

改 訂 者

牛 島 和 夫

改訂年 月B

昭和44年8月

a.コ ン プ リー トプロ グ ラ ム ⑤ サ ブルーチ ン

d.手 続 き

c.関 数

o関 数 手続 き

(a)FORTRAN

d.PL/1

b.ALGOL

e.そ の 他(

c.FASP

)

FACOM230-60(FORTRANC)

a.コ ア(15)K語b。

うち5K語 はLOT領 域

c.そ の 他()

ディス クパ ック()K語

④ カー ドリー ダ

d.紙 テープ リー ダ

f.磁 気 テープ(

h.そ の 他(

⑤ ライ ンプ リン タc.カ ー ドパ ンチ

e.紙 テー プパ ンチ

)ユ ニ ッ ト9.デ ィス クパ ッ ク

〉

④ プログラム名 と作成者名 ・改訂者名を明記する

b.明 記する必要 はない

④ ソースプログラムを公表する

b.ソ ースプログラムの公表は一定期間保留する(年 月 日まで)

概要 、使用 法につ いては、本広報 ・次広 報の解説 「FORTRANを 基 礎 に した プロ グラム言語につ いて」

を参 照 くだ さい。

利用例

FORTRANの ソー スプログラム か ら呼 び出せ る形に なってお ります。

¥QJOB



¥FORTRAN

FORTRANソ ー スプ ログラム

¥RBLINKGOMAP,FLNAME=A.LIB

-
¥JEND

と して くだ さい。



Na256H3/QU/Z/SUCPM

CalculationofCPM

CPMの 計 算

作 成

形 式

使 用 言 語

使 用 機 種

使用メモ リ数

使 用 機 器

構 成

利用者の義務

公 表

作 成 者

須 永 照 雄

作成年月 日

昭和45年7月20E

④ コンプ リー トプログラム b.サ ブ ル ー一チ ン

d.手 続 き

c.関 数

e.関 数 手続 き

く蓋)FORTRAN

d.PL/1

b。ALGeL

e.そ の 他(

c.FASP

)

FACOM230-6o

a.コ ァ(10)K語b.

c.そ の 他()

デ ィスクパ ッ ク()K語

④ カー ドリー ダ

d.紙 テープ リー ダ

f.磁 気 テープ(

h.そ の他(

⑤ ラインプ リンタc.カ ー ドパ ンチ

e.紙 テープパ ンチ

)ユ ニ ッ ト 呂.デ ィスクパ ッ ク

)

a.プロ グラム名 と作成者名を明記する ⑤ 明記する必要はない

④ ソースプログラムを公表する

も.ソ ースプログラムの公表は一定期間保留する(年 月日 まで)

§L概 要

1。1目 的

1.

CPMの 計算である。すなわち一つのプロジェクトについて、各工期の標準時間 ・特急時

間及びそれらの費用を与えたとき、全工期を短縮するのに必要な最低限の費用 を計算す る

ものである。このように して、全工期 とその費用 との関係がわかる。

2計 算法

Maxflow-Mincut定 理 を用 いて計 算す る。計 算法及 び流れ 図は

関根:「PERT・CPC入 門jH科 技連,PP77～112



§2.使 用 法

2.1入 力 カー ド

1枚 目

ネッ トワー クの ノー ド番号 は必 ず しも一連番号 で な くてよいが 、開始 ノー ドと終 了 ノ

ー ド(端 末 ノー ド)は 各々唯一 に して お く。1枚 目の 入力 カー ドに、 この二つ の ノー

ド番号 を5桁 ずつ記 入す る。

2枚 目以下

各工 程の デー タ す なわち

i番 号 ・j番 号 ・標 準時間 ・特 急時間 、それ らの工 費 を5桁 ずつ記 入。

最終 カー ド

零 カー ドを入れ る。

2.2出 力

入力 デー タの印刷

初期及 び短 縮 された 日程 でのPERT計 算 結 果の印刷 をす る。

す なわち 、i番 号 ・j番 号 ・標準 時間 ・短縮 され た工期 ・工程 の最早 開始時刻 ・最早 終了時

刻 ・最遅 開始 ・最遅 終了時刻 ・トー タル ・フ ロー ト・ク リィテ ィカルの表示 であ る。最後

に遂行 時間 と費用の関係 を表 で示 す。

2.3カ ー ドの並べ方

¥QJOB

¥RUNFLNAME=P・LIB・TEST,EBNAME=SUCPM

一 コ
¥JEND

と して ください。

なお 「CPMの 計 算」 について は、本広 報 の解 説 の欄 にのせ てお りますの で参照 ください。



No.257C3/QU/F/CNDS登 録 年 月 日 昭和45年11月1日

CUMULATIVENORMALDISTRIBUTIONFUNCTION

累積 正規分布 関数

作 成

形 式

使 用 言 語

使 用 機 種

使用 メモ リ数

使 用 機 器

構 成

利用者の義務

公 表

作 成 者

塩 川 浩 三

作成年月 日

昭和45年7月29日

a.コ ン プ リー トプ ロ グ ラ ム b.サ ブ ルーチ ン

d.手 続 き

o関 数

e.関 数 手続 き

④FORTRAN

d.PL/1

b.ALGOL

e.そ の 他(

c.FASP

)

FACOM230-60

a.コ ア(0.2)K語

c.そ の 他()

b.デ ィス クパ ッ ク()K語

a.カ ー ド リー ダ

d.紙 テ ー プ リー ダ

f.磁 気 テ ー プ(

h.そ の 他(

b.ラ イ ン プ リ ン タc.カ ー ドパ ン チ

e.紙 テ ー プ パ ン チ

)ユ ニ ッ トg.デ ィ ス ク パ ッ ク

)

④ プログラム名 と作成者名を明記する b.明 記 す る必要 はない

④ ソ「スプログラムを公表す る

b.ソ ースプログラムの公表は一定期間保留す る(年 月 日まで)

§1

1

1.

概 要

1目 的

累積正規分布関数

φ(・)一∫」。。毒

を計算す る。,

2計 算方法

φ(・)一{1㌦
)

exp(-t2/2)dt

(x≦0)

(x>0)



係数 倣 はHastingの 誤差関数の近似式か ら計算した。

(参考文献〕

山内 ・森ロ ・一松編:電 子計算機のための数値計算法難P.121

§2.使 用 法

2.1呼 び 出 し方法

CNDS(X)(単 精 度)

2.2パ ラ メー一タ

X実 数型変数 名 また は実定数。 φ(x>の 変 数 灘を与 える。

2.3制 限

lXl≦10.O

X〈 一欝.0の 時CNDS=0.o

X>1o.0の 時CNDSニLo

とす る。

2.4使 用 ルーチ ン

この 関数 で は組込 み関数ABSを 用 いて いる。

2.5所 要 時間

1画 の呼 び 出 しで1msec前 後

2.6精 度

4桁 以上

2.7備 考

関数 名CNDSは 単 精度 で結 果の関数値 φ(x)が 与 え ちれ る。



No.258C3/QU/F/RCNDS登 録 年 月 日 昭和45年11月1日

INVERSEFUNCTIONOFCUMULATIVENORMALDISTRIBUTIONFUNCTION

累積 正規分布 関数の逆関数

作 成

形 式

使 用 言 語

使 用 機 種

使用メモリ数

使 用 機 器

構 成

利用者の義務

公 表

作 成 者

塩 川 浩 三

作成年月日

昭和45年7月29日

a.コ ンプリー トプログラム b.サ ブルー チン

d.手 続 き

o関数

e.関 数手続き

④FORTRAN

d.PL/1

b.ALGOL

e.そ の 他(

c.FASP

>

FACOM230-60

a.コ ア(0.15)K語

C.そ の 他()

b.デ ィ スクパ ッ ク()K語

a.カ ー ドリー ダ

d.紙 テー プ リー ダ

f.磁 気 テープ(

h.そ の 他(

b.ラ イ ン プ リ ン タc.カ ー ドパ ン チ

e.紙 テ ー プ パ ン チ

)ユ ニ ッ ト9.デ ィ ス ク パ ッ ク

〉

④ プログラム名と作成者名を明記す る b.明 記 す る必要 はな い

④ ソー スプ ログラム を公 表す る

b.ソ ー スプ ログラム の公 表は一定期 間保 留す る(年 月 日まで〉

§1.概 要

11目 的

累積正規分布関数

φω 一∫ ゴ..虚 ∞ゆ(イ/2)d・

の逆 関数

φ}1(κ)

を計算す る。



1.2計 算 方法

φ一1(x)_》藷
y十a3

こ こ でyニln{4x(1-x)}

a、、a2、a3は 山 内の値 を使 っ た。

〔参考文献 〕

山内 ・森 口 ・一松編:電 子計 算機の ため の数値計算法np .70

§2.使 用 法
、

2.1呼 び 出 し方法

RCNDS(X)

2.2パ ラ メー タ

X実 数型変数 名 または実定数。 φ　1(x)の 変 数xを 与 える。

2.3制 限

0.00001<X<0.99999

0.00001≦Xの 時RCNDS=-10.0

0.99999≧Xの 時RCNDS=10.0

とす る。

2.4使 用 ル ーチ ン

この 関数 では 、基本 外部 関数ALOGとSQRTを 用 いている。

2.5所 要 時間

1回 の呼 び出 しで1msec前 後 。

2.6精 度

約4桁

2.7備 考

関数名RCNDSは 実 数型で 、結果 の関数値 φ一1(x)が 与 え られ る。

§3.テ ス ト

CNDSで 得 たデー タを使 ってXを 計算 した。



Na259F4/QU/F/GSRENS登 録 年 月 日 昭和45年11月1日

Na260F4/QU/F/GSREND〃

LINEAREQUATIONGAUSS-SEIDEL'S

連 立 一次方程 式 ガウスーザ イデル法

作 成

形 式

使 用 言 語

使 用 機 種

使用メモリ数

使 用 機 器

構 成

利用者の義務

公 表

作 成 者

上 田 耕 平

作成年月日

昭和45年7月30日

a.コ ン プ リー トプ ロ グ ラ ム ⑤ サ ブルーチ ン

d.手 続 き

c.関 数

e.関 数 手 続 き

④FORTRAN

d.PL/1

b.ALGOL

e.そ の 他(

c.FASP

)

FACOM230-60

a.コ ア(0.24)K語

(0.22)K語

b.デ ィス クパ ック()K語

(GSRENS)c
.そ の他()

a.カ ー ド リー ダ

d.紙 テ ー プ リー ダ

f.磁 気 テ ー プ(

h.そ の 他(

b.ラ イ ン プ リ ン タc.カ ー ドパ ン チ

e.紙 テ ー プ パ ン チ

)ユ ニ ッ トg.デ ィ ス ク パ ッ ク

)

a.プ ログラム名 と作成者名を明記する ⑤ 明記する必要はない

④ ソースプログラムを公表する

b.ソ ースプログラムの公表は一定期間保留する(年 月 日まで)

§1.概 要

1.1目 的

連 立 一 次 方 程 式a、 、a、2… …a、n

a21a22"●'●'a2n

anlan2'●'"●ann

の解 を求 め る。

1.2計 算 方 法

GAUSS-SEIDEL法 に よる。

Xl

X2

Xn

Cl

C2

Cn



§2.使 用 法

2.1呼 び 出 し方法

単精 度CALLGSRENS(N,IS,A,K,C,EPS・MAX・ILL・W)

倍 精 度CALLGSREND(N,IS,A,K,C,EPS,MAX,ILL,W)

2.2パ ラ メー タ

N整 数型変数 名 または整定数。

初 期値 の選 択 を指定す るためのパ ラ メー タ。

IS=0の 時Xiの 初 期値 としてCi/aiiを と る。

IS≠0の 時 あ らか じめ配列Xに 与 え られてい る値 をとる。

Xi(o)=X(i)

X実 数 型配列名。大 きさN以 上 の1次 元配列。

結 果の解が セ ッ トされ て戻 る。

X(i)=Xi(fori=1,…,N)

A実 数 型配列 名。A(K,L)な る2次 元配列。(K,L≧N)

連 立 一 次方程式の係数行 列。次 のように与 えてお く。

A(i,j);aij/aii(fori=1,。 ・・,nj=1,…,n)

演 算 後Aの 内容 は保 存 され る。

K整 数 型変数名 または整定数。

配列Aの 宣 言時におけ る第1添 字の値 を与 える。

C実 数型配列 名。 大 きさN以 上の1次 元配列。

連立一 次方程式の右辺(定 数項)を 次の よ うに与 える。

C(i)=Ci/aii

演 算 後 、Cの 内容 は保 存 され る。

EPS実 数 型変数名 または実定数。

収 束判定値 を与 える。EPSは 正 で なけ ればな らな い。

MAX整 数 型変数 名 または整実数。

最大 反復 回数 を与 える。MAX≧1。

ILL整 数 型変数名。

サ ブルー チ ンか ら戻 った時 の状 態が セ ッ トされ る。

W実 数型変数名。

サ ブルーチ ンか ら戻 った時の状態 がセ ッ トされる。



(注)倍 精 度 サ ブ ル ー チ ンGSRENDを 用 い る 場 合 は 、A、X、C、EPS、Wは 倍 精 度 実 数 型

で な け れ ば な ら な い 。

2.3備 考

計 算 の く り返 し を 打 ち切 る た め に 、 収 束 判 定 値EPSお よ び 最 大 反 復 回 数MAXを 用 い て

(i)m≦MAXで

lXilm)-Xi(m-1)1≦EPS(i=1,2,…,N)

な る 時 、ILL:0、W・m、X(i)=xi(m)(i=:1,…,N)と し て 呼 び 出 し プ ロ グ ラ ム に

戻 る 。

(ii)m・ ・Mの 時

maxlXi(「a)-Xi{m『1)1>EPS

な る 時 、ILL・1、W=maxixi(mLx,(m…1)1、X(i)=xi(㎜)(i・=1,…,N)を 与 え て 、
1≦1≦N

呼 び出 しプロ グラムに戻 る。

従 って次の よ うな使 い方が可能 とな る。

CALLGSRENS(N,0,X,A,K,C,EPS,M,ILL,W)

王F(ILL・EQ.LAND.W.LT.EPS1)CALLGSRENS(N,1,A,K,C,EPS,Ml,王LL,W)


